
16/9/20 20時 1分  

(

平
成
29
年
３
月)

整
備
予
定
。

並
行
し
て
、
駐
車
場
と
多
目
的
広

場
へ
至
る
セ
ン
タ
ー
前
の
交
差

点
改
良
の
た
め
の
地
権
者
協
議

を
進
め
、
了
解
が
得
ら
れ
た
ら
、

取
り
付
け
部
の
道
路
の
拡
幅
も

含
め
た
工
事
を
平
成
29
年
度
に

予
定
し
て
い
る
。 

老
人
会
リ
ポ
ー
ト 

『
延
ば
せ
！
健
康
寿
命
』 

 
 
 
 
 

     

長
後
福
寿
会 

「
年
の
始
め
の
た
め
し
と
て
…
」
１

月
21

日(

木)

、
高
倉
市
民
の
家
大

ホ
ー
ル
に
て
朝
里
昭
治
さ
ん
の
尺
八

伴
奏
に
よ
り
、
お
ご
そ
か
に
声
高
く
、

昔
な
つ
か
し
い
お
正
月
の
歌
が
響
く
。 

一
方
で
は
「
健
康
寿
命
を
延
ば

し
、
ピ
ン
コ
ロ
人
生
」
を
合
言
葉
に

昨
年
の
６
月
か
ら
始
め
た
月
例
会

（
第
３
木
曜
日
）
ス
マ
イ
ル
健
康
体

操
・
合
唱
会
の
真
っ
最
中
。 

１
時
間
か
け
た
柔
軟
体
操
で
身

軽
に
な
り
気
分
爽
快
と
な
っ
た
14

人
の
お
仲
間
達
。
こ
の
柔
軟
体
操
こ

そ
が
、
年
配
者
に
欠
か
せ
な
い
大

切
な
身
の
動
き
で
あ
り
、
そ
の
道

の
ベ
テ
ラ
ン
中
村
裕
子
さ
ん
が
笑

顔
で
根
気
よ
く
リ
ー
ド
す
る
。 

は
じ
め
に
体
を
ほ
ぐ
す
準
備

体
操
を
た
っ
ぷ
り
。
次
は
床
に
腰

を
お
ろ
し
て
深
呼
吸
。
手
足
の
指

先
か
ら
首
ま
で
ゆ
っ
く
り
リ
ズ

ム
で
揉
み
ほ
ぐ
す
。
次
第
に
ぬ
く

も
り
を
覚
え
無
我
の
境
地
に
誘

わ
れ
る
。「
暑
く
な
っ
た
ね
。
体
が

軽
く
な
っ
た
よ
」
半
袖
姿
で
ご
満

悦
の
新
入
会
員
も
。 

そ
し
て
ス
ト
レ
ス
解
消
の
童

謡
・
唱
歌
の
大
合
唱
へ
。
春
の
５

曲
を
テ
ー
プ
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
で

楽
し
く
大
声
で
歌
っ
た
。
こ
の
活

動
が
評
判
を
呼
び
、
新

た
に
８
人
が
入
会
し

た
。 

の
防
災
講
演
会
が
開
催
さ

れ
た
。
講
師
は(

財)

日
本
気

象
協
会
防
災
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
事
業
部
防
災
支
援

課
課
長
、
関
田
佳
弘
氏
。 

気
象
庁
で
は
、
異
常
気
象

を
原
則
と
し
て
あ
る
地
域
・

あ
る
時
期
に
お
い
て
30
年

間
に
１
回
以
下
の
頻
度
で

発
生
す
る
現
象
と
し
て
い

る
。
そ
れ
を
も
た
ら
す
要
因

は
、
赤
道
や
北
極
で
起
こ
る

大
気
変
動
、
移
動
性
高
低
気

圧
の
経
路
が
塞
が
れ
る
ブ

ロ
ッ
ク
現
象
、
エ
ル
ニ
ー

ニ
ョ
や
ラ
ニ
ー
ニ
ャ
現
象

な
ど
で
あ
る
。 

２
月
20
日(

土)

長
後
市
民
セ

ン
タ
ー
で
長
後
地
区
自
治
会
連

合
会
と
防
災
推
進
協
議
会
主
催

絵
手
紙 

春
駒
（
ハ
ル
コ
マ
） 

日
時 

毎
月
第
2
木
曜
日 

10
時
～
12
時 

場
所 

長
後
郵
便
局 

会
費 

月
７
０
０
円 

講
師 

鏑
木
静
子
先
生 

申
込 

北
見 

千
代
子 
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  長後地区防災講演会 

  『突然の発災にどう対処すべき

か』 

講師：佐藤 榮一 
  （桐蔭横浜大学リスク管理学講師） 
日時：3月７日（土） 

13時 30分～15時４0分 
場所：長後市民センター 3階ホール 
定員：成人 20人（2回とも出られる
方） 
費用：無料 
  ※申込は当日、会場までお越し

下さい。 
 
 
 

 

現
在
、
長
後
地
区
に
は
19
の
公

園
が
あ
り
、
そ
の
名
称
に
字
が
付

け
ら
れ
て
い
る
。
市
内
全
域
の
公

園
名
も
同
様
で
、
そ
の
経
緯
を
公

園
課
で
聞
い
た
。
明
確
な
事
は
分

か
ら
ず
、
古
く
か
ら
あ
る
字
の
方

が
場
所
を
特
定
し
易
い
、
地
域
住

民
に
親
し
み
易
い
、
な
ど
の
理
由

に
よ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。 

公
園
名
を
通
し
て
、
そ
の
字
の

由
来
を
探
っ
て
み
た
。 

◇
長
後
新
屋
敷
公
園
（
平
成
８
年

６
月
開
園
） 

 

藪
鼻
宿
（
亀
井
野
か
ら
北
に
の

び
る
大
き
な
藪
の
端
で
あ
っ
た
。

現
在
の
あ
い
も
ー
る
商
店
街
）
の

他
に
ほ
と
ん
ど
家
は
な
く
、
畑
や

山
林
で
あ
っ
た
。
明
治
の
末
頃
か

ら
分
家
（
新
家
）
が
建
ち
始
め
た

事
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
。 

◇
諏
訪
棚
公
園
（
昭
和
47
年
11

月
開
園
） 

 

昔
か
ら
の
住
民
は
小
菅
姓
で
、

山
梨
か
ら
移
り
住
ん
だ
小
菅
氏

が
氏
神
と
し
て
諏
訪
明
神
を

奉
っ
た
事
で
こ
の
名
が
あ
る
。
棚

と
は
河
岸
段
丘
の
事
。 

（
資
料
提
供
・
藤
沢
地
名
の
会
会
長 

鈴
木
富
雄
さ
ん
） 

 

月 刊 
２０１６年３月号 
（平成２８年） 
№４４７ 

 

長後だより編集委員会 
藤沢市長後  ５１３ 
℡  ４４－１６２２ 
発行責任者 野渡 訓 
 

長後公民館主催事業 

桜まつり 
日時 ４月２日（土）１３〜１５時 
場所 長後公民館 

甘酒無料サービス 
サークル発表・模擬店 

問合せ 長後公民館 
     （４６）７３７３ 
 雨天決行 

用
地
広
が
る
長
後
市
民
セ
ン
タ
ー 

地
域
住
民
の
利
便
性
向
上
を
目
指
し
て 

用
地
面
積
約
３
６
０
０
㎡
の

活
用
に
つ
い
て
は
、
将
来
的
に
長

後
市
民
セ
ン
タ
ー
の
建
て
替
え

に
と
ど
ま
ら
ず
、
藤
沢
市
北
部
地

域
に
お
け
る
少
子
超
高
齢
化
や

人
口
減
少
を
見
据
え
た
、
多
種
多

様
な
公
共
施
設
の
再
編
が
こ
れ

か
ら
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。 

ま
た
、
地
元
自
治
会
か
ら
も
、

自
主
防
災
訓
練
や
地
域
イ
ベ
ン

ト
な
ど
の
た
め
に
活
用
で
き
る

多
目
的
広
場
の
要
望
も
受
け
て

お
り
、
藤
沢
市
が
対
応
し
て
い
く

方
向
性
が
示
さ
れ
た
。 

当
面
の
土
地
利
用
と
し
て
は
、

敷
地
内
の
第
一
駐
車
場
が
狭
隘

な
こ
と
か
ら
、
駐
車
場
の
整
備
と

多
目
的
広
場(

ベ
ン
チ
、
花
壇
、
日

よ
け
等
の
整
備
を
含
む)

を
来
年

長後公民館主催事業 

桜まつり 
３月２８日（土）１３時～１５時 

場所 長後公民館３階ホール 

甘酒無料サービス 

サークル発表・模擬店 

問合せ 長後公民館 

（４６）７３７３ 

長後公民館主催事業 

桜まつり 
３月２８日（土）１３時～１５時 

場所 長後公民館３階ホール 

甘酒無料サービス 

サークル発表・模擬店 

問合せ 長後公民館 

（４６）７３７３ 

長後公民館主催事業 

桜まつり 
３月２８日（土）１３時～１５時 

場所 長後公民館３階ホール 

甘酒無料サービス 

サークル発表・模擬店 

問合せ 長後公民館 

（４６）７３７３ 

長後公民館主催事業 

桜まつり 
３月２８日（土）１３時～１５時 

場所 長後公民館３階ホール 

甘酒無料サービス 

サークル発表・模擬店 

問合せ 長後公民館 

（４６）７３７３ 

長後公民館主催事業 

桜まつり 
３月２８日（土）１３時～１５時 

場所 長後公民館３階ホール 

甘酒無料サービス 

サークル発表・模擬店 

問合せ 長後公民館 

（４６）７３７３ 

長後公民館主催事業 

桜まつり 
３月２８日（土）１３時～１５時 

場所 長後公民館３階ホール 

甘酒無料サービス 

サークル発表・模擬店 

問合せ 長後公民館 

（４６）７３７３ 

長後公民館主催事業 

桜まつり 
３月２８日（土）１３時～１５時 

場所 長後公民館３階ホール 

甘酒無料サービス 

サークル発表・模擬店 

問合せ 長後公民館 

（４６）７３７３ 

長後公民館主催事業 

桜まつり 
３月２８日（土）１３時～１５時 

場所 長後公民館３階ホール 

甘酒無料サービス 

サークル発表・模擬店 

問合せ 長後公民館 

（４６）７３７３ 

長後公民館主催事業 

桜まつり 
３月２８日（土）１３時～１５時 

場所 長後公民館３階ホール 

甘酒無料サービス 

サークル発表・模擬店 

問合せ 長後公民館 

（４６）７３７３ 

♫SPRING JAZZ CONCERT♫ 

〈長後公民館主催〉 

午後のひと時、ジャズを楽しみませんか 

出演 湘南スウィングジャズオーケストラ 

曲目 イン・ザ・ムード、ビギン・ザ・ビギン、他 

日時 ３月１９日（土）１３時３０分～１５時 

会場 長後公民館３階ホール 

入場無料！ 当日どなたでも! 

長
後
市
民
セ
ン
タ
ー
北
側
に
隣
接
す
る
神
奈
川
県
企
業
庁
職

員
住
宅
が
老
朽
化
で
解
体
、
そ
の
後
の
市
に
よ
る
土
地
取
得
に
向

け
た
協
議
が
整
っ
た
。
新
た
な
用
地
の
活
用
に
期
待
が
か
か
る
。 

  

昭和４３年のセンター（写真上） 当時は

長後行政センターとして親しまれていた。 

 

用地利用の計画素案 

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
要
因
が
重

な
る
と
そ
の
相
乗
効
果
に
よ
り
、

未
曾
有
の
異
常
気
象
が
発
生
す
る

恐
れ
も
あ
る
。
現
在
の
科
学
水
準

で
は
１
ヵ
月
先
の
台
風
発
生
の

予
測
は
不
可
能
、
10
日
先
の
予

さ
ら
に
は
、
平
成
30
年
度
に

は
、
防
災
備
蓄
倉
庫(

11
基)

の
設

置
を
目
指
す
と
の
こ
と
。 

そ
の
た
め
、
工
事
に
伴
う
資
材

置
き
場
と
し
て
多
目
的
広
場
を

利
用
す
る
可
能
性
も
あ
る
た
め
、

広
場
と
し
て
の
全
面
利
用
は
、
平

成
31
年
度
に
な
る
予
定
だ
。 

測
さ
え
誤
差
が
大
き
い
と

い
う
。 

そ
の
対
策
は
「
敵
を
知

り
、
己
を
知
る
」
こ
と
。
気

象
知
識
や
情
報
、
過
去
の

防災の極意『敵を知り己を知る』 
防災講演会「異常気象のメカニズムと対策」 

駐車場 

多目的広場 

災
害
事
例
な
ど
を
学
ぶ
と

同
時
に
自
分
の
体
力
、
避

難
場
所
、
居
住
地
の
特
徴

な
ど
を
知
る
。
そ
し
て
、
最

大
の
敵
が
己
の
裡
に
潜
む

自
分
だ
け
は
大
丈
夫
と
い

う
「
正
常
化
の
偏
見
」
だ
と
い
う

事
も
知
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 



16/2/26 15 時 22 分 

 

 

絵
手
紙 

春
駒
（
ハ
ル
コ
マ
） 

日
時 

毎
月
第
2
木
曜
日 

10
時
～
12
時 

場
所 

長
後
郵
便
局 

会
費 

月
７
０
０
円 

講
師 

鏑
木
静
子
先
生 

申
込 

北
見 

千
代
子 
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  長後地区防災講演会 

  『突然の発災にどう対処すべき

か』 

講師：佐藤 榮一 
  （桐蔭横浜大学リスク管理学講師） 
日時：3 月７日（土） 

13 時 30 分～15 時４0 分 
場所：長後市民センター 3 階ホール 
定員：成人 20 人（2 回とも出られる方） 
費用：無料 
  ※申込は当日、会場までお越

し下さい。 
 
 
 

 

現
在
、
長
後
地
区
に
は
19
の

公
園
が
あ
り
、
そ
の
名
称
に
字
が

付
け
ら
れ
て
い
る
。
市
内
全
域
の

公
園
名
も
同
様
で
、
そ
の
経
緯
を

公
園
課
で
聞
い
た
。
明
確
な
事
は

分
か
ら
ず
、
古
く
か
ら
あ
る
字
の

方
が
場
所
を
特
定
し
易
い
、
地
域

住
民
に
親
し
み
易
い
、
な
ど
の
理

由
に
よ
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
。 公

園
名
を
通
し
て
、
そ
の
字
の

由
来
を
探
っ
て
み
た
。 

◇
長
後
新
屋
敷
公
園
（
平
成
８

年
６
月
開
園
） 

 

藪
鼻
宿
（
亀
井
野
か
ら
北
に

の
び
る
大
き
な
藪
の
端
で
あ
っ

た
。
現
在
の
あ
い
も
ー
る
商
店
街
）

の
他
に
ほ
と
ん
ど
家
は
な
く
、
畑

や
山
林
で
あ
っ
た
。
明
治
の
末
頃

か
ら
分
家
（
新
家
）
が
建
ち
始
め

た
事
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
。 

◇
諏
訪
棚
公
園
（
昭
和
47
年
11

月
開
園
） 

 

昔
か
ら
の
住
民
は
小
菅
姓

で
、
山
梨
か
ら
移
り
住
ん
だ
小
菅

氏
が
氏
神
と
し
て
諏
訪
明
神
を

奉
っ
た
事
で
こ
の
名
が
あ
る
。
棚

と
は
河
岸
段
丘
の
事
。 

（
資
料
提
供
・
藤
沢
地
名
の
会
会

長 

鈴
木
富
雄
さ
ん
） 

 

ま
ず
は
相
談
！ 

い
き
い
き
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

長
後
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
主
催
福
祉
講
演
会 

介
護
は
突
然
、
待
っ
た
な
し
に

や
っ
て
来
る
。
明
日
は
我
が
身
。
２

月
６
日(

土)

長
後
市
民
セ
ン
タ
ー

で
、
福
祉
講
演
会
が
行
わ
れ
た
。 

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
男
80

歳
女
85
歳(

世
界
一)

だ
が
、
健

康
寿
命
は
男

70
歳
女

73

歳
と

10
年
ほ
ど
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
。 

長
後
地
区
は
65
歳
以
上
が
８

５
１
４
人
。
高
齢
化
率
は
23
％

で
市
内
13
地
区
中
４
位
だ
が
、

介
護
認
定
を
受
け
た
の
は
１
３

６
０
人(

６
人
に
１
人)

で
11
位

と
い
う
。 

い
き
い
き
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
は
高
齢
者
の
生
活
相
談
窓

口
で
、
介
護
、
健
康
、
医
療
等
に

関
わ
る
サ
ー
ビ
ス
、
制
度
の
情
報

提
供
を
月
に
１
４
０
件
も
行
う
。 

①
介
護
予
防
と
し
て
生
活
機

能
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
筋
力
の
衰
え

や
栄
養
状
態
を
知
り
、
向
上
さ
せ

る
た
め
の
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
。 

②
自
立
し
た
生
活
の
支
援
と

し
て
は
、
権
利
を
守
る
、
サ
ギ
に

あ
わ
な
い
、
虐
待
の
対
応
、
成
年

後
見
制
度
な
ど
の
相
談
に
の
る
。 

③
暮
ら
し
や
す
い
地
域
を
作

る
た
め
に
医
療
機
関
や
行
政
と

の
連
携
を
図
り
、
対
応
す
る
等
、

総
合
的
に
支
え
る
体
制
を
と
っ

て
い
る
。 

一
人
で
悩
ま
ず
、
相
談
し
て

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
よ
う
。 

長
後
公
民
館
事
業 

ぽ
ん
ぽ
こ
学
級 

～
幼
児
期
家
庭
教
育
学
級
～ 

日
時 

５
月
６
日
～
７
月
８
日
毎
週

金
曜
日(

７
月
１
日
を
除

く)

、
６
月
５
日(

日)

、
７
月
５

日(

火)

10
～
11
時
30
分 

対
象 

１
歳
半
～
４
歳
の
子
を

持
つ
保
護
者
と
子 

費
用 

全
回
分
１
０
０
０
円(

子
ど

も
の
お
や
つ
代
等)

、
別
途

調
理
実
習
費
５
０
０
円 

申
込 

４
月
４
日(

月)

８
時
30

分
か
ら
電
話
又
は
来
館 

長
後
公
民
館(

46)

７
３
７
３ 

サ
ー
ク
ル
会
員
募
集 

湘
南
ダ
ン
ス
の
会 

日
時 

毎
週
木
曜
日
19
～

22
時 

内
容 

社
交
ダ
ン
ス(

中

級
程
度) 

講
師 

市
川
茂
子
先
生 

会
費 

３
５
０
０
円(

月
４

回) 

申
込 

青
木 

繁 

(

81)

１
９
６
２ 

藤
沢
市
民
踊
協
会
長
後
地
区 

日
時 

月
３
回
水
曜
日 

内
容 

民
踊
練
習 

講
師 

岩
田
す
み
江
先
生 

会
費 

５
０
０
円 

申
込 

黒
木
千
代
子 

(

43)

５
４
３
４ 

メ
ア
リ
ー
ロ
ー
ズ 

日
時 

月
３
回
金
曜
日 

９
時
～
11
時 

内
容 

社
交
ダ
ン
ス(

モ

ダ
ン
・
ラ
テ
ン)

 

講
師 

斉
藤
広
次
先
生 

会
費 

１
５
０
０
円 

(

入
会
金
１
０
０
０
円)

 

申
込 

中
根
保
雄 

(

44)

３
２
８
４ 

編
集
後
記 

☆
子
ど
も
が
犠
牲
に
な
る

事
件
や
事
故
が
後
を
絶
た

な
い
。
人
は
幼
稚
園
や
保
育

園
で
最
初
の
集
団
生
活
を

し
、
社
会
の
秩
序
を
学
ぶ
。

う
そ
を
つ
か
な
い
・
人
の
話

を
聞
く
・
順
番
を
守
る
・
た

た
か
な
い
・
や
さ
し
く
ね
。

大
人
は
で
き
て
い
る
だ
ろ

う
か
。 

 
 
 

(

Ｍ
・
Ｋ) 

“継続は力なり”を信念に 
上高倉滝の上安全・安心ひろめ班に表彰状 

10

年
間
に
感
謝
を
込
め
て 

長
後
小
学
校
で
１|

２
成
人
式 

昨
年

11

月

28

日(

土)

湘
南
台
市
民
シ
ア
タ
ー
で

「
平
成
27
年
度
・
第
32
回

防
犯
市
民
の
つ
ど
い
」
が
開

催
さ
れ
、
上
高
倉
滝
の
上
自

治
会
の
安
全
・
安
心
ひ
ろ
め

班
が
、
今
日
ま
で
の
安
全
パ

ト
ロ
ー
ル
活
動
を
認
め
ら

れ
、
藤
沢
北
防
犯
協
議
会
会

長
・
藤
沢
北
警
察
署
連
名
表

彰
を
受
け
た
。 

発
足
か
ら
10
年
。
現
在

班
員
は
24
名
（
男
女
の
比

率
は
男
性
３
割
女
性
が
７

割
ほ
ど
）
で
平
均
年
齢
は

２
月
18
日(

木)

、
長
後
小
学

校
四
年
生
各
教
室
で
１|

２
成

人
式
が
行
わ
れ
た
。 

一
組
教
室
は
黒
板
が
輪
飾
り

や
絵
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
飾
ら
れ
、

後
方
に
各
児
童
が
幼
い
頃
の
写

真
や
思
い
出
、
名
前
の
由
来
、

将
来
の
夢
な
ど
を
一
枚
に
ま
と

め
た
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
が
貼
ら

れ
、
と
て
も
華
や
か
。 

式
で
は｢

少
年
の
主
張｣

と
し

て
、
一
人
ず
つ
が
家
族
へ
の
感

謝
や
今
と
将
来
の
自
分
に
つ
い

て
ス
ピ
ー
チ
。
家
族
の
深
い
愛

情
、
家
族
へ
の
感
謝
、
将
来
へ

の
希
望
が
強
く
感
じ
ら
れ
た
。 

ま
た
、
空
手
の
形
や
サ
ッ
カ
ー

の
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
、
縄
跳
び
の
披

露
も
あ
り
、
感
嘆
の
声
が
上
が
っ

た
。
全
員
で
の
感
謝
の
言
葉
、
リ

60
歳
。
活
動
は
月
１
回
と

週
２
回
、
チ
ー
ム
で
巡
回
す

る
ほ
か
、
仕
事
帰
り
や
犬
の

散
歩
な
ど
マ
イ
ペ
ー
ス
で

参
加
す
る
人
も
い
る
。
ま

た
、
地
区
イ
ベ
ン
ト
や
夜
間

パ
ト
ロ
ー
ル
に
も
積
極
的

に
活
動
を
し
て
い
る
。 

リ
ー
ダ
ー
の
山
田
弘
治

さ
ん
は
〝
滝
の
上
ni
ひ
ろ

め
は
ん
！
通
信
〟
を
手
作

り
。
今
年
で
発
刊
８
号
を

回
覧
し
た
。
こ
れ
ら
の
地

道
な
努
力
が
仲
間
を
増
や

し
、
地
域
住
民
と
の
挨
拶

が
増
え
て
お
互
い
顔
見
知

り
に
な
り
、
そ
れ
が
地
域

一
帯
を
見
守
っ
て
い
る
。 

「
表
彰
さ
れ
た
喜
び
を

胸
に
小
さ
な
力
か
も
知
れ

ま
せ
ん
が
継
続
し
て
い
き

た
い
。
皆
さ
ん
か
ら
の
声

か
け
も
嬉
し
い
。
パ
ト

ロ
ー
ル
は
ま
ず
、
楽
し
み

な
が
ら
」
と
山
田
さ
ん
は

語
る
。 

自分たちの街は自分たちで守る 

コ
ー
ダ
ー
演
奏
、
歌
の
発
表
に

胸
が
熱
く
な
っ
た
。 

１|

２
成
人
式
お
め
で
と
う
。

こ
の

10

年
間
に
大
き
な
拍
手

を
、
こ
れ
か
ら
の
未
来
に
大
い

な
る
エ
ー
ル
を
送
り
た
い
。 

※ 

富
士
見
台
小
学
校
は
２
月

26
日(

金)

に
実
施
。 

長
中
３
年
生 

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
な
る 

認
知
症
を
理
解
し
、
そ
の
人

達
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
街
を

皆
で
創
る
た
め
の
「
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
が
２
月

19
日(

金)

長
後
中
学
校
で
３
年

生
を
対
象
に
開
か
れ
た
。 

認
知
症
の
症
状
や
そ
の
原
因

と
な
る
病
気
、
接
し
方
な
ど
の

説
明
の
後
、
認
知
症
を
具
体
的

に
イ
メ
ー
ジ
す
る
た
め
に
先
生

や
保
護
者
に
よ
る
寸
劇
。
そ
れ

を
観
た
生
徒
が
、
自
分
の
考
え

を
演
じ
る
一
幕
も
あ
っ
た
。 

講
座
は
「
認
知
症
の
人
に
気

づ
き
、
声
を
か
け
た
ほ
う
が
い

い
と
思
っ
て
も
、
自
分
で
は
難

し
い
と
感
じ
た
ら
、
近
く
の
大

人
を
頼
っ
て
ほ
し
い
」
と
結
ば

れ
、
生
徒
達
は
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
の
証
し
と
し
て
オ
レ
ン
ジ

リ
ン
グ
を
手
に
し
た
。 

みんなで歩こう！ 長後ウォーク 
日 時 ３月２７日（日）９時 15分出発 

雨天中止 

集合場所 長後市民センター中庭 

コース 市民センター→引地川沿い→

円行公園→山田橋→ゴール(引

地川親水公園) 

主 催 長後・富士見台社会体育振興協議会 

協 賛 長後地区郷土づくり推進会議 

＊ どなたでも参加できます！ 

先生と生徒の熱演に拍手 

エイッ！ 力強い掛け声が響く 


